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第67回　富山県環境保健衛生大会

　
令
和
４
年
度
の
会
報
を
お
読
み
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
年
間
様
々
な
方
々
と
出
会
い
、
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
作
成
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
財
産
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
４
年
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
等
々
の
出
来
事
が
印
象
的
で
あ
り
、
こ
こ
数
年
は
「
い
つ
も
」

の
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
が
た
い
へ
ん
難
し
い
時
代
に
な
っ
た
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
指
定
感
染
症
か
ら

第
５
類
へ
の
見
直
し
の
情
報
も
流
れ
る
な
か
、
困
難
に
直
面
し
た

か
ら
こ
そ
、
創
意
工
夫
さ
れ
た
新
た
な
方
法
に
よ
り
、
様
々
な
地

域
で
活
動
が
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、コ
ロ
ナ
前
の
「
い
つ
も
」

に
近
づ
く
よ
う
に
活
動
が
再
開
さ
れ
て
い
る
多
数
の
地
域
が
あ
り
、

地
域
の
力
強
さ
を
本
会
報
の
編
集
を
通
し
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い
年
度
が
皆
様
方
の
ご
健
康
と

「
生
活
を
衛
る
」
保
健
衛
生
活
動
が
よ
り
一
層
活
発
に
な
る
こ
と

を
祈
念
し
編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。

　
追
伸
　
10
月
末
に
東
部
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
（
富
山
市
東
部
校

下
環
境
保
健
衛
生
連
合
主
催
）
を
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
是

非
と
も
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！
　
　
　
　
　（
村
上
記
）

歓迎レセプション　源多良太鼓保存会

会長感謝状

県知事表彰

小中学生　ポスター・壁新聞表彰

会長表彰

角田高岡市長有賀厚生部長五十嵐会長挨拶

入
善
町
「
椚
山
三
区
一
家
庭
」
活
動
報
告

実
施
団
体
名 

椚
山
三
区

事
業
の
目
的・ね
ら
い

　
椚
山
三
区
で
は
地
域
の
人
が
ま
る
で
ひ
と
つ
の
家
庭
で
あ
る

か
の
よ
う
に
関
わ
り
合
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。そ
の
中
で
、

男
女
・
世
代
に
関
係
な
く
、
地
区
の
農
園
で
野
菜
を
生
産
し
消
費

す
る
こ
と
や
、
餅
つ
き
を
行
い
食
品
を
加
工
す
る
こ
と
な
ど
の

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
食
品
の
あ
り
が
た
み
を
再
認
識
し
、

各
家
庭
で
の
食
品
ロ
ス
削
減
を
図
る
。

三
世
代
環
境
衛
生
活
動
モ
デ
ル
事
業

表

　
　
　彰

表

　
　
　彰

● 

叙
勲

　旭
日
単
光
章

　
令
和
４
年
度
秋
の
叙
勲
で
本
会
専
務
理
事
・
副
会
長 

浦
出

義
一
氏
が
受
章
さ
れ
た
。

　
11
月
４
日
に
県
庁
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。

　
氏
は
、
平
成
13
年
に
福
野
町
保
健
衛
生
協
議
会
理
事
に
就

任
後
、
同
会
長
、
大
砺
波
圏
保
健
協
議
会
長
、
南
砺
市
環
境

保
健
協
議
会
長
、
富
山
県
環
境
保

健
衛
生
連
合
会
理
事
、
常
任
理
事
、

副
会
長
、
専
務
理
事
を
歴
任
さ
れ

た
。
約
20
年
に
及
ぶ
活
動
が
評
価

さ
れ
た
。

　
今
年
度
の
「
み
ん
な
で
き
れ
い
に
せ
ん
ま
い
け
大
作
戦
」
は
、

６
月
か
ら
９
月
に
全
15
市
町
村
で
実
施
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
３
万
人
ほ

ど
の
参
加
が
あ
っ

た
。

　
お
陰
で
富
山
県

が
本
当
に
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
県
連
合
会
で
は
、
昨
年
度
よ
り
希
望
さ
れ

る
地
区
に
出
向
い
て
健
康
講
座
を
実
施
す
る

「
出
前
健
康
講
座
」を
始
め
、
今
年
度
は
、
富

山
市
の
五
番
町
地
区
で
開
催
さ
れ
た
。

期
　
日
　
令
和
４
年
11
月
27
日（
日
）

会
　
場
　
富
山
市
五
番
町
公
民
館

参
加
者
　
20
名

講
　
師
　
許
　
鳳
浩 

氏
（
医
療
法
人
ホ
ス
ピ

ィ
ー・
統
合
医
療
研
究
所
）

講
　
義
　「
寒
さ
に
負
け
な
い
健
康
法
」

・
入
浴
、
食
事
法
に
つ
い
て

・
高
齢
者
に
適
し
た
運
動
「
八
段
錦
」
に
つ
い
て

・
薬
膳
弁
当
の
食
材
の
効
能
に
つ
い
て

　
参
加
者
は
、
コ
ロ
ナ
の
た
め
、
準
備
さ
れ
た
薬
膳
弁
当
と
八

段
錦
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
受
け
取
り
帰
宅
さ
れ
た
。

※
当
連
合
会
で
は
、「
出
前
健
康
講
座
」
を
各
市
町
村
に
出
向
い
て
実
施
し

て
い
ま
す
。（
講
師
謝
礼
無
料
）

申
込
み
・
問
合
せ
は
、県
連
事
務
局（
0
8
0－

8
6
9
8－

5
6
8
5
）ま
で
。

令
和
５
年
度
は
、
２
地
区
募
集
。

み
ん
な
で
き
れ
い
に
せ
ん
ま
い
け
大
作
戦

　
　
　ー
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
ず
ー

７月31日
魚津市鴨川一斉清掃

さつま芋掘り餃子作り

講義の風景八段錦の実技

餅つき

７月17日
立山町クリーン作戦（利田地区）

く
ぬ
ぎ
や
ま

出
前
健
康
講
座
（
富
山
市
五
番
町
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
）

事
業
の
概
要

①
さ
つ
ま
芋
掘
り
　（
三
区
農
園
）

　
　
令
和
４
年
10
月
23
日

　
　
事
業
主
体
　
椚
山
三
区
環
境
保
全
委
員
会

　
　
参
加
者
18
名
　（
子
ど
も
５
名
）

②
餃
子
作
り
　
　
　（
三
区
公
民
館
）

　
　
令
和
４
年
12
月
11
日

　
　
事
業
主
体
　
椚
山
三
区
蘭
の
会

　
　
参
加
者
15
名
　（
子
ど
も
４
名
）

③
餅
つ
き
　
　
　
　（
三
区
公
民
館
）

　
　
令
和
４
年
12
月
30
日

　
　
事
業
主
体
　
椚
山
三
区
交
友
会

　
　
参
加
者
23
名
　（
子
ど
も
６
名
）

事
業
の
内
容

　
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
農
園
を
借
り
、
さ
つ

ま
芋
・
里
芋
・
ネ
ギ
・
玉
葱
・
生
姜
を
植
え
て

い
る
。農
家
の
方
か
ら
作
り
方
を
習
い
、
家
族

で
汗
を
流
し
て
栽
培
し
、
最
終
的
に
収
穫
祭

を
公
民
館
で
行
い
、芋
煮
を
作
っ
て
食
べ
た
。

　
餃
子
作
り
名
人
の
お
婆
ち
ゃ
ん
を
講
師
に
、
２
種
類
の
餃
子

を
作
っ
て
家
に
持
ち
帰
っ
て
家
族
で
食
べ
た
。

　
希
望
す
る
家
の
正
月
餅
を
臼
と
杵
で
餅
つ
き
し
た
。

　
あ
ん
こ
、き
な
粉
、ご
ま
、大
根
お
ろ
し
な
ど
、そ
の
場
で
美
味

し
く
食
べ
た
。

参
加
者
の
感
想

〈
小
学
生
〉

　
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
笑
い
な
が
ら
、
楽
し
く
汗
を
か
い
て
い

ろ
い
ろ
な
作
業
を
す
る
の
は
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
。特
に
農
園

で
自
分
た
ち
が
作
っ
た
作
物
を
も
ら
え
る
の
が
嬉
し
か
っ
た
し
、

お
い
し
か
っ
た
。こ
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、食
べ
物
を
粗

末
に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
っ
た
。

〈
保
護
者
〉

　
　
イ
ベ
ン
ト
時
に
様
々
な
作
業
を
し
て
い
る
際
、
お
年
寄
り
か

ら
食
品
の
あ
り
が
た
さ
以
外
に
も
、
色
々
な
話
を
聞
か
せ
て
も

ら
う
こ
と
な
ど
、
子
ど
も
達
が
家
族
以
外
の
大
人
と
話
す
機
会

は
大
変
貴
重
な
時
間
で
あ
る
と
感
じ
た
。

事
業
の
成
果・課
題

　
　
こ
の
事
業
を
通
じ
て
、「
食
べ
物
を
粗
末
に
し
な
い
」と
い
う
食

品
ロ
ス
削
減
に
つ
な
が
る
心
を
育
む
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
課
題
は
、小
中
学
生
は
習
い
事
や
部
活
等
で
忙
し
く
、土
日
の

行
事
に
な
か
な
か
参
加
し
に
く
い
状
況
で
あ
る
こ
と
。

は
ち
だ
ん
き
ん

ま
も

（1） （4）
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第2回

第2回

富山の日平均気温、日最高気温、
日最低気温の経年変化（年）

 フードドライブ寄付受付

フードドライブの贈呈式

プラネットによる海岸清掃 砂ふるい「プラネット」

　「
環
境
に
や
さ
し
く
　
健
康
は
生
活
習
慣
か
ら
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会
が
、
令
和
４
年
10
月
29
日

（
土
）午
後
１
時
15
分
よ
り
高
岡
市
の
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
。

　
初
め
に
五
十
嵐
務
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
長
の
開
会

の
挨
拶（
別
掲
）が
あ
っ
た
。続
い
て
富
山
県
知
事（
知
事
代
理
・

有
賀
玲
子
厚
生
部
長
）の
挨
拶
が
あ
り
、次
に
地
元
開
催
市
で
あ

る
角
田
悠
紀
高
岡
市
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
表
彰
式
で
は
、県
知
事
表
彰
と
し
て
、永
年
環
境
保
健
衛
生
に

尽
力
さ
れ
た
個
人
４
氏
と
１
団
体
の
表
彰
が
あ
っ
た
。

　
次
い
で
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
長
表
彰
と
し
て
、
個
人
の
部

９
名
、団
体
の
部
８
団
体
の
表
彰
が
あ
っ
た
。ま
た
永
年
に
亘
り

連
合
会
の
役
員
を
務
め
ら
れ
た
２
氏
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
小
中
学
生
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
「
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に

関
す
る
優
秀
壁
新
聞
・
ポ
ス
タ
ー
」の
部
で
は
、壁
新
聞
の
部
で

９
名
の
小
学
生
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
で
15
名
の
小
・
中
学
生
の
表

彰
が
あ
っ
た
。

　
表
彰
式
の
最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
高
岡
市
の
斉
藤
篤
氏

の
謝
辞
が
あ
っ
た
。

　
次
に
来
賓
か
ら
渡
辺
守
人
富
山
県
議
会
議
長
、
坂
林
永
喜
高

岡
市
議
会
議
長
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　
休
憩
を
は
さ
ん
で
、「
生
活
習
慣
病
対
策
で
健
康
寿
命
を
延
ば

そ
う
！
　
〜
日
常
生
活
か
ら
の
取
組
み
に
つ
い
て
〜
」
と
題
し

て
、
医
療
法
人
ホ
ス
ピ
ィ
ー
・
統
合
医
療
研
究
所
の
許
鳳
浩
先

生
の
講
演
が
あ
っ
た
。（
要
旨
別
掲
）

　
続
い
て
「
食
品
ロ
ス
削
減
及
び
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
に

つ
い
て
」
エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
市
民
の
会
高
岡
か
ら
の
活
動

発
表
が
あ
っ
た
。（
要
旨
別
掲
）

　
終
わ
り
に
大
会
宣
言
案
が
駒
井
義
次
高
岡
市
環
境
保
健
衛
生

協
会
副
会
長
か
ら
提
案
さ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
続
い
て
林
信
義
高
岡
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
長
か
ら
閉
会
の

挨
拶
が
あ
り
散
会
し
た
。

　
な
お
、次
年
度
の
開
催
は
魚
津
市
と
な
っ
た
。

「
五
十
嵐
会
長
挨
拶
」要
旨

　
県
連
合
会
で
は
、
令
和
２
年
度
よ
り
事
業
計
画
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
視
点
を
明
示
し
、活
動
を
始
め
て
き
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択

日
　
時
　
11
月
30
日（
水
）
10
時
〜
11
時
30
分

場
　
所
　
県
民
会
館
５
０
９
号
室

参
加
者
　
25
名

研
修
会
テ
ー
マ
「
地
球
温
暖
化
と
富
山
県
の
気
候
変
動
」

講
　
師   

富
山
地
方
気
象
台 

気
象
情
報
官
　
大
江
　
幸
治 

氏

   

当
日
は
、
大
江
講
師
が
職
場
で
の
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
急
遽
ズ

ー
ム
に
よ
る
ウ
エ
ブ
研
修
会
に
な
っ
た
。

　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
影
響
で

夏
の
猛
暑
、
大
雨
に
よ
る
洪
水
、

土
砂
災
害
、
大
雪
等
の
被
害
が

全
国
で
又
、
富
山
県
で
も
起
き

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
が
よ
く
分

か
ら
な
い
の
で
、
参
加
者
は
、

最
後
ま
で
た
く
さ
ん
の
デ
ー
タ

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
真
剣

に
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。

◎
富
山
県
の
状
況

・
真
夏
日
、
猛
暑
日
、
日
最
低

気
温
25
℃
以
上
の
年
間
日
数

　
（
い
ず
れ
も
増
加
傾
向
）

・
真
冬
日
、
冬
日
、
日
平
均
気

温
０
℃
度
未
満
の
年
間
日
数

　
（
い
ず
れ
も
減
少
傾
向
）

・
さ
く
ら
開
花
日
は
10
年
あ
た

り
1.6
日
早
く
な
っ
て
い
る
。

・
か
え
で
紅
葉
日
は
10
年
あ
た

り
2.6
日
遅
く
な
っ
て
い
る
。

環
境
専
門
部
会
研
修
会

健
康
部
会
研
修
会

○
第
67
回
　富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会

　
日
時
　
令
和
４
年
10
月
29
日（
土
）

　
会
場
　
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
　
大
ホ
ー
ル

富
山
県
知
事
表
彰
（
厚
生
部
門
功
労
）

個
人
　
浅
生
　
　
修
　
魚
津
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
理
事

　
　
　
竹
内
　
　
隆
　
高
岡
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
常
任
理
事

　
　
　
村
上
　
公
生
　
富
山
市
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
副
会
長

　
　
　
飯
原
　
　
榮
　
小
矢
部
市
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
副
会
長

団
体
　
西
条
校
下
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
（
高
岡
市
）

県
連
会
長
感
謝
状

　
前
副
会
長
　
松
丘
　
弘
光
　
射
水
市
環
境
衛
生
協
議
会

　
前
理
事
　
　
宮
田
　
　
﨣
　
富
山
市
環
境
保
健
衛
生
連
合
会

県
連
会
長
表
彰

個
人藤

井
信
一
郎
（
富
山
市
）
　
　
森
　
　
重
之
 （

富
山
市
）

高
野
　
秀
夫
（
富
山
市
）
　
　
大
角
　
修
一
 （

高
岡
市
）

鍋
谷
　
秀
治
（
高
岡
市
）
　
　
在
田
　
誠
一
 （

高
岡
市
）

北
　
　
陸
夫
（
高
岡
市
）
　
　
山
田
　
憲
治
 （

高
岡
市
）

新
中
　
　
勉
（
射
水
市
）
　
　
沢
辺
　
明
雄
 （

射
水
市
）

池
口
久
美
子
（
氷
見
市
）
　
　
池
田
登
志
子
 （

氷
見
市
）

松
井
志
津
子
（
砺
波
市
）
　
　
敷
波
　
恵
子
 （

南
砺
市
）

篠
原
　
澄
子
（
南
砺
市
）
　
　
川
上
　
芳
美
 （

南
砺
市
）

勇
﨑
　
　
勇
（
南
砺
市
）
　
　
白
沢
　
富
治
 （

小
矢
部
市
）

団
体打

出
町
内
会
 

（
富
山
市
）

立
野
地
区
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
 

（
高
岡
市
）

石
堤
地
区
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
 

（
高
岡
市
）

野
町
町
内
会
 

（
滑
川
市
）

柳
田
長
寿
会
 

（
氷
見
市
）

氷
見
市
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
薮
田
地
区
 （氷

見
市
）

福
野
西
部
寿
会
 

（
南
砺
市
）

福
野
南
部
第
四
福
寿
会
 

（
南
砺
市
）

○
富
山
県
食
品
ロ
ス
・
食
品
廃
棄
物
削
減
優
良
活
動
表
彰

　
射
水
市
環
境
衛
生
協
議
会

　
日
時
　
令
和
４
年
10
月
11
日（
火
）

　
会
場
　
県
民
会
館
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル

さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
で
、
そ
の
ゴ
ー
ル
14
「
海
の
豊

か
さ
を
守
ろ
う
」の
達
成
に
む
け
て
、
重
点
事
業
と
し
て「
美
し

い
富
山
湾
の
保
全
活
動
」
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
み
ん
な

で
き
れ
い
に
せ
ん
ま
い
け
大
作
戦
」や
地
域
で
の
清
掃
活
動
は
、

ご
み
の
海
へ
の
流
出
を
防
ぎ
、
美
し
い
富
山
湾
の
保
全
活
動
に

大
き
く
つ
な
が
っ
て
い
る
。今
年
６
月
末
に
環
境
巡
視
員
等
研

修
会（
県
東
部
）を
岩
瀬
浜
で
開
催
し
、
ご
み
拾
い
を
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
行
う「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」の
体
験
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
保
健
衛
生
の
面
で
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ゴ
ー
ル
３「
す
べ
て
の
人
に

健
康
と
福
祉
を
」に
関
連
し
、健
康
寿
命
の
延
伸
の
取
組
み
を
進

め
て
い
る
。一
昨
年
度
よ
り
、人
生
百
年
時
代
に
向
け
て
介
護
予

防
の
フ
レ
イ
ル
対
策
の
推
進
を
掲
げ
て
い
る
。フ
レ
イ
ル
対
策

に
は
、「
体
力
・
栄
養
・
社
会
参
加
の
推
進
」の
３
点
が
大
切
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
８
月
末
に
開
催
し
た
健
康

部
会
研
修
会
で
、富
山
県
の
健
康
課
題
で
も
あ
る「
野
菜
の
摂
取

量
と
減
塩
」に
配
慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー「
健
食
」

の
調
理
研
修
会
を
実
施
し
た
。

　
各
市
町
村
事
業
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
や
減
塩
の
推
進
、野
菜
の

摂
取
量
を
増
や
す
活
動
な
ど
は
、ま
さ
に
フ

レ
イ
ル
対
策
に
な
っ
て
お
り
、我
々
の
活
動

の
活
性
化
が
フ
レ
イ
ル
対
策
の
一
層
の
推

進
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
と
言
え
る
。

﹇
講
演
﹈

演
題
　「
生
活
習
慣
病
対
策
で
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
！

　
　
　
　
　
〜
日
常
生
活
か
ら
の
取
組
み
に
つ
い
て
〜
」

講
師
　
医
療
法
人
ホ
ス
ピ
ィ
ー
・
統
合
医
療
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
許
　
鳳
浩
　
先
生

　
”健

康
寿
命
の
延
伸
“が
国
を
あ
げ
て
の
健
康
課
題
で
あ
り
、

予
防
に
つ
な
が
る
生
活
習
慣
病
対
策
に
つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
。

　
非
感
染
性
疾
患
の
死
亡
数
の
３
大
原
因
（
遠
因
）
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
喫
煙
、
高
血
圧
、
運
動
不
足
に
注
目
す
る
よ
う
前
置

き
さ
れ
た
上
で
、「
運
動
・
食
事
・
タ
バ
コ
・
飲
食
・
睡
眠
・

精
神
衛
生
・
歯
の
健
康
」の
７
項
目
を
生
活
習
慣
病
対
策
の
か

な
め
と
し
て
挙
げ
、日
常
生
活
に
お
け
る
実
践
の
留
意
点
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
た
。

　
特
に「
メ
ン
タ
ル
と
健
康
」の
対
策
で
は
、免
疫
力
の
低
下
を

防
ぐ
た
め
に

①
適
度
な（
自
分
に
合
う
）運
動
　
②
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ

表
　彰

○
全
国
大
会
表
彰

循
環
型
社
会
形
成
推
進
功
労
者
等
環
境
大
臣
表
彰

　
第
66
回
生
活
と
環
境
全
国
大
会

　
日
時
　
令
和
４
年
10
月
25
日（
火
）

　
会
場
　
千
葉
市
　
幕
張
メ
ッ
セ

　
生
活
環
境
改
善
功
労
者
　
能
村
　
　
弘
（
小
矢
部
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
　
伊
佐
夫
（
高
岡
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麦
島
　
紀
長
（
富
山
市
）

第
67
回
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会
開
く

日
　
時
　
令
和
４
年
11
月
13
日（
日
）10
時
30
分
〜
13
時
30
分

場
　
所
　
富
山
市
婦
中
ふ
れ
あ
い
館

参
加
者
　
健
康
部
会
部
員
・
理
事
32
名

講
　
師
　
医
療
法
人
ホ
ス
ピ
ィ
ー
・
統
合
医
療
研
究
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
許
　
鳳
浩
　
先
生

演
　
題
　
「
冬
の
健
康
管
理
と
ラ
ン
チ
セ
ミ
ナ
ー
」

内
　
容

体
質
・
メ
ン
タ
ル
面
を
強
化
し
、病
気
を
防
ご
う

　
人
間
の
体
温
は
36
・
５
〜
37
℃
が
免
疫
力
が
旺
盛
な
健
康
体

で
、わ
ず
か
0.5
℃
下
が
る
と
排
泄
機
能
、代
謝
機
能
が
低
下
す
る
。

体
温
が
１
℃
下
が
る
と
免
疫
力
が
37
％
低
下
し
、
風
邪
や
色
ん

な
病
気
に
か
か
り
や
す
く
、治
り
に
く
く
な
る
。35
℃
は
が
ん
細

胞
が
最
も
増
殖
す
る
温
度
で
約
40
〜
43
℃

で
死
滅
す
る
。

　
現
代
人
の
体
温
は
だ
ん
だ
ん
下
っ
て
き

て
い
る
の
で
健
康
体
を
維
持
す
る
に
は
、
血

行
よ
く
す
る
こ
と
。

　
ま
ず
身
体
を
温
め
る
こ
と
と
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
を
心
が
け
る
こ
と
。

　
身
体
を
温
め
る
に
は
入
浴
が
一
番
。高
血

圧
が
急
に
上
昇
す
る
こ
と
か
ら
心
筋
梗
塞

予
防
の
た
め
、水
分
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
、

脱
衣
所
を
暖
か
く
す
る
こ
と
が
大
事
。

　
ま
た
、
規
則
正
し
い
食
生
活
を
し
、
体
の

温
ま
る
食
品
を
摂
る
こ
と
。肉
や
魚
な
ど
の

動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
の
ほ
か
に
シ
ョ
ウ
ガ
、

ネ
ギ
、ゴ
ボ
ウ
、人
参
、山
芋
な
ど
の
根
菜
類
、

果
物
等
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る
こ
と
。

き
よ
ほ
う
こ
う

③
か
ら
だ
を
温
め
る
こ
と
　
④
合
理
的
な
食
事（
食
べ
方
、選
び
方
）

が
必
要
で
あ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
た
。

　
許
先
生
の
伝
統
医
学
（
中
国
・
イ
ン

ド
医
学
な
ど
）を
背
景
と
し
た
講
義
は
、

わ
か
り
や
す
く
、
日
常
生
活
を
振
り
返

り
、う
な
ず
き
な
が
ら
話
を
伺
っ
た
。

﹇
活
動
発
表
﹈

「
食
品
ロ
ス
削
減
及
び
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
に
つ
い
て
」

発
表
者
　
エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
市
民
の
会
高
岡

  

当
会
で
は
、エ
コ
活
動
の
実
践
や
、環
境
に
や
さ
し
く
無
駄
の

な
い
暮
ら
し
を
目
指
し
て
活
動
中
。近
年
特
に
力
を
入
れ
て
い

る
次
の
２
点
に
つ
い
て
紹
介
。

【
食
品
ロ
ス
削
減
〜
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施
〜
】

　
家
庭
で
使
い
き
れ
な
い
食
品
を
集
め
、
必
要
と
す
る
福
祉
団

体
に
寄
付
す
る
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
を
実
施
し
て
い
る
。平
成

30
年
度
に
市
内
で
は
初
の
取
組
み
と
し
て
始
め
、
徐
々
に
市
民

の
方
々
に
浸
透
し
、
令
和
３
年
度
は
ス
ー
パ
ー
と
の
連
携
に
よ

り
３
３
９
８
点
の
食
品
が
あ
つ
ま
っ
た
。

　
消
費
者
自
身
が
必
要
な
量
を
見
極
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

自
分
で
消
費
し
き
れ
な
い
場
合
は
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
活
動

を
推
進
し
て
い
る
。

【
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
〜
砂
ふ
る
い「
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」の
製
作
〜
】

　
砂
に
混
じ
っ
た
細
か
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
等
を
効
率
的

に
ふ
る
い
に
分
け
る
た
め
、
農
家
で
不

用
に
な
っ
た
も
み
殻
ネ
ッ
ト
を
リ
メ
イ

ク
し
た
砂
ふ
る
い
「
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
を
製

作
し
て
い
る
。「
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
は
愛
称

で
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
回
収

に
便
利
な
ネ
ッ
ト
の
略
。一
般
の
方
へ

の
貸
出
も
行
っ
て
お
り
、ぜ
ひ
活
用
を
。

　
他
に
、
水
を
多
く
摂
り
す
ぎ
る
と
余
分
な
水
分
が
体
内
を
冷

や
し
、
各
臓
器
の
働
き
が
低
下
し
て
か
え
っ
て
新
陳
代
謝
が
で

き
な
く
な
る
の
で
水
の
摂
り
過
ぎ
に
注
意
。

　
こ
の
後
、薬
膳
弁
当
の
説
明
が
あ
り
、弁
当
を
食
べ
な
が
ら
講

話
を
聞
い
た
。

（3） （2）

（3） （2）



第2回

第2回

富山の日平均気温、日最高気温、
日最低気温の経年変化（年）

 フードドライブ寄付受付

フードドライブの贈呈式

プラネットによる海岸清掃 砂ふるい「プラネット」

　「
環
境
に
や
さ
し
く
　
健
康
は
生
活
習
慣
か
ら
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会
が
、
令
和
４
年
10
月
29
日

（
土
）午
後
１
時
15
分
よ
り
高
岡
市
の
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
。

　
初
め
に
五
十
嵐
務
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
長
の
開
会

の
挨
拶（
別
掲
）が
あ
っ
た
。続
い
て
富
山
県
知
事（
知
事
代
理
・

有
賀
玲
子
厚
生
部
長
）の
挨
拶
が
あ
り
、次
に
地
元
開
催
市
で
あ

る
角
田
悠
紀
高
岡
市
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
表
彰
式
で
は
、県
知
事
表
彰
と
し
て
、永
年
環
境
保
健
衛
生
に

尽
力
さ
れ
た
個
人
４
氏
と
１
団
体
の
表
彰
が
あ
っ
た
。

　
次
い
で
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
長
表
彰
と
し
て
、
個
人
の
部

９
名
、団
体
の
部
８
団
体
の
表
彰
が
あ
っ
た
。ま
た
永
年
に
亘
り

連
合
会
の
役
員
を
務
め
ら
れ
た
２
氏
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
小
中
学
生
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
「
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に

関
す
る
優
秀
壁
新
聞
・
ポ
ス
タ
ー
」の
部
で
は
、壁
新
聞
の
部
で

９
名
の
小
学
生
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
で
15
名
の
小
・
中
学
生
の
表

彰
が
あ
っ
た
。

　
表
彰
式
の
最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
高
岡
市
の
斉
藤
篤
氏

の
謝
辞
が
あ
っ
た
。

　
次
に
来
賓
か
ら
渡
辺
守
人
富
山
県
議
会
議
長
、
坂
林
永
喜
高

岡
市
議
会
議
長
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　
休
憩
を
は
さ
ん
で
、「
生
活
習
慣
病
対
策
で
健
康
寿
命
を
延
ば

そ
う
！
　
〜
日
常
生
活
か
ら
の
取
組
み
に
つ
い
て
〜
」
と
題
し

て
、
医
療
法
人
ホ
ス
ピ
ィ
ー
・
統
合
医
療
研
究
所
の
許
鳳
浩
先

生
の
講
演
が
あ
っ
た
。（
要
旨
別
掲
）

　
続
い
て
「
食
品
ロ
ス
削
減
及
び
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
に

つ
い
て
」
エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
市
民
の
会
高
岡
か
ら
の
活
動

発
表
が
あ
っ
た
。（
要
旨
別
掲
）

　
終
わ
り
に
大
会
宣
言
案
が
駒
井
義
次
高
岡
市
環
境
保
健
衛
生

協
会
副
会
長
か
ら
提
案
さ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
続
い
て
林
信
義
高
岡
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
長
か
ら
閉
会
の

挨
拶
が
あ
り
散
会
し
た
。

　
な
お
、次
年
度
の
開
催
は
魚
津
市
と
な
っ
た
。

「
五
十
嵐
会
長
挨
拶
」要
旨

　
県
連
合
会
で
は
、
令
和
２
年
度
よ
り
事
業
計
画
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
視
点
を
明
示
し
、活
動
を
始
め
て
き
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択

日
　
時
　
11
月
30
日（
水
）
10
時
〜
11
時
30
分

場
　
所
　
県
民
会
館
５
０
９
号
室

参
加
者
　
25
名

研
修
会
テ
ー
マ
「
地
球
温
暖
化
と
富
山
県
の
気
候
変
動
」

講
　
師   

富
山
地
方
気
象
台 

気
象
情
報
官
　
大
江
　
幸
治 

氏

   

当
日
は
、
大
江
講
師
が
職
場
で
の
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
急
遽
ズ

ー
ム
に
よ
る
ウ
エ
ブ
研
修
会
に
な
っ
た
。

　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
影
響
で

夏
の
猛
暑
、
大
雨
に
よ
る
洪
水
、

土
砂
災
害
、
大
雪
等
の
被
害
が

全
国
で
又
、
富
山
県
で
も
起
き

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
が
よ
く
分

か
ら
な
い
の
で
、
参
加
者
は
、

最
後
ま
で
た
く
さ
ん
の
デ
ー
タ

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
真
剣

に
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。

◎
富
山
県
の
状
況

・
真
夏
日
、
猛
暑
日
、
日
最
低

気
温
25
℃
以
上
の
年
間
日
数

　
（
い
ず
れ
も
増
加
傾
向
）

・
真
冬
日
、
冬
日
、
日
平
均
気

温
０
℃
度
未
満
の
年
間
日
数

　
（
い
ず
れ
も
減
少
傾
向
）

・
さ
く
ら
開
花
日
は
10
年
あ
た

り
1.6
日
早
く
な
っ
て
い
る
。

・
か
え
で
紅
葉
日
は
10
年
あ
た

り
2.6
日
遅
く
な
っ
て
い
る
。

環
境
専
門
部
会
研
修
会

健
康
部
会
研
修
会

○
第
67
回
　富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会

　
日
時
　
令
和
４
年
10
月
29
日（
土
）

　
会
場
　
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
　
大
ホ
ー
ル

富
山
県
知
事
表
彰
（
厚
生
部
門
功
労
）

個
人
　
浅
生
　
　
修
　
魚
津
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
理
事

　
　
　
竹
内
　
　
隆
　
高
岡
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
常
任
理
事

　
　
　
村
上
　
公
生
　
富
山
市
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
副
会
長

　
　
　
飯
原
　
　
榮
　
小
矢
部
市
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
副
会
長

団
体
　
西
条
校
下
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
（
高
岡
市
）

県
連
会
長
感
謝
状

　
前
副
会
長
　
松
丘
　
弘
光
　
射
水
市
環
境
衛
生
協
議
会

　
前
理
事
　
　
宮
田
　
　
﨣
　
富
山
市
環
境
保
健
衛
生
連
合
会

県
連
会
長
表
彰

個
人藤

井
信
一
郎
（
富
山
市
）
　
　
森
　
　
重
之
 （

富
山
市
）

高
野
　
秀
夫
（
富
山
市
）
　
　
大
角
　
修
一
 （

高
岡
市
）

鍋
谷
　
秀
治
（
高
岡
市
）
　
　
在
田
　
誠
一
 （

高
岡
市
）

北
　
　
陸
夫
（
高
岡
市
）
　
　
山
田
　
憲
治
 （

高
岡
市
）

新
中
　
　
勉
（
射
水
市
）
　
　
沢
辺
　
明
雄
 （

射
水
市
）

池
口
久
美
子
（
氷
見
市
）
　
　
池
田
登
志
子
 （

氷
見
市
）

松
井
志
津
子
（
砺
波
市
）
　
　
敷
波
　
恵
子
 （

南
砺
市
）

篠
原
　
澄
子
（
南
砺
市
）
　
　
川
上
　
芳
美
 （

南
砺
市
）

勇
﨑
　
　
勇
（
南
砺
市
）
　
　
白
沢
　
富
治
 （

小
矢
部
市
）

団
体打

出
町
内
会
 

（
富
山
市
）

立
野
地
区
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
 

（
高
岡
市
）

石
堤
地
区
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
 

（
高
岡
市
）

野
町
町
内
会
 

（
滑
川
市
）

柳
田
長
寿
会
 

（
氷
見
市
）

氷
見
市
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
薮
田
地
区
 （氷

見
市
）

福
野
西
部
寿
会
 

（
南
砺
市
）

福
野
南
部
第
四
福
寿
会
 

（
南
砺
市
）

○
富
山
県
食
品
ロ
ス
・
食
品
廃
棄
物
削
減
優
良
活
動
表
彰

　
射
水
市
環
境
衛
生
協
議
会

　
日
時
　
令
和
４
年
10
月
11
日（
火
）

　
会
場
　
県
民
会
館
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル

さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
で
、
そ
の
ゴ
ー
ル
14
「
海
の
豊

か
さ
を
守
ろ
う
」の
達
成
に
む
け
て
、
重
点
事
業
と
し
て「
美
し

い
富
山
湾
の
保
全
活
動
」
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
み
ん
な

で
き
れ
い
に
せ
ん
ま
い
け
大
作
戦
」や
地
域
で
の
清
掃
活
動
は
、

ご
み
の
海
へ
の
流
出
を
防
ぎ
、
美
し
い
富
山
湾
の
保
全
活
動
に

大
き
く
つ
な
が
っ
て
い
る
。今
年
６
月
末
に
環
境
巡
視
員
等
研

修
会（
県
東
部
）を
岩
瀬
浜
で
開
催
し
、
ご
み
拾
い
を
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
行
う「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」の
体
験
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
保
健
衛
生
の
面
で
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ゴ
ー
ル
３「
す
べ
て
の
人
に

健
康
と
福
祉
を
」に
関
連
し
、健
康
寿
命
の
延
伸
の
取
組
み
を
進

め
て
い
る
。一
昨
年
度
よ
り
、人
生
百
年
時
代
に
向
け
て
介
護
予

防
の
フ
レ
イ
ル
対
策
の
推
進
を
掲
げ
て
い
る
。フ
レ
イ
ル
対
策

に
は
、「
体
力
・
栄
養
・
社
会
参
加
の
推
進
」の
３
点
が
大
切
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
８
月
末
に
開
催
し
た
健
康

部
会
研
修
会
で
、富
山
県
の
健
康
課
題
で
も
あ
る「
野
菜
の
摂
取

量
と
減
塩
」に
配
慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー「
健
食
」

の
調
理
研
修
会
を
実
施
し
た
。

　
各
市
町
村
事
業
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
や
減
塩
の
推
進
、野
菜
の

摂
取
量
を
増
や
す
活
動
な
ど
は
、ま
さ
に
フ

レ
イ
ル
対
策
に
な
っ
て
お
り
、我
々
の
活
動

の
活
性
化
が
フ
レ
イ
ル
対
策
の
一
層
の
推

進
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
と
言
え
る
。

﹇
講
演
﹈

演
題
　「
生
活
習
慣
病
対
策
で
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
！

　
　
　
　
　
〜
日
常
生
活
か
ら
の
取
組
み
に
つ
い
て
〜
」

講
師
　
医
療
法
人
ホ
ス
ピ
ィ
ー
・
統
合
医
療
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
許
　
鳳
浩
　
先
生

　
”健

康
寿
命
の
延
伸
“が
国
を
あ
げ
て
の
健
康
課
題
で
あ
り
、

予
防
に
つ
な
が
る
生
活
習
慣
病
対
策
に
つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
。

　
非
感
染
性
疾
患
の
死
亡
数
の
３
大
原
因
（
遠
因
）
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
喫
煙
、
高
血
圧
、
運
動
不
足
に
注
目
す
る
よ
う
前
置

き
さ
れ
た
上
で
、「
運
動
・
食
事
・
タ
バ
コ
・
飲
食
・
睡
眠
・

精
神
衛
生
・
歯
の
健
康
」の
７
項
目
を
生
活
習
慣
病
対
策
の
か

な
め
と
し
て
挙
げ
、日
常
生
活
に
お
け
る
実
践
の
留
意
点
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
た
。

　
特
に「
メ
ン
タ
ル
と
健
康
」の
対
策
で
は
、免
疫
力
の
低
下
を

防
ぐ
た
め
に

①
適
度
な（
自
分
に
合
う
）運
動
　
②
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ

表
　彰

○
全
国
大
会
表
彰

循
環
型
社
会
形
成
推
進
功
労
者
等
環
境
大
臣
表
彰

　
第
66
回
生
活
と
環
境
全
国
大
会

　
日
時
　
令
和
４
年
10
月
25
日（
火
）

　
会
場
　
千
葉
市
　
幕
張
メ
ッ
セ

　
生
活
環
境
改
善
功
労
者
　
能
村
　
　
弘
（
小
矢
部
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
　
伊
佐
夫
（
高
岡
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麦
島
　
紀
長
（
富
山
市
）

第
67
回
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会
開
く

日
　
時
　
令
和
４
年
11
月
13
日（
日
）10
時
30
分
〜
13
時
30
分

場
　
所
　
富
山
市
婦
中
ふ
れ
あ
い
館

参
加
者
　
健
康
部
会
部
員
・
理
事
32
名

講
　
師
　
医
療
法
人
ホ
ス
ピ
ィ
ー
・
統
合
医
療
研
究
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
許
　
鳳
浩
　
先
生

演
　
題
　
「
冬
の
健
康
管
理
と
ラ
ン
チ
セ
ミ
ナ
ー
」

内
　
容

体
質
・
メ
ン
タ
ル
面
を
強
化
し
、病
気
を
防
ご
う

　
人
間
の
体
温
は
36
・
５
〜
37
℃
が
免
疫
力
が
旺
盛
な
健
康
体

で
、わ
ず
か
0.5
℃
下
が
る
と
排
泄
機
能
、代
謝
機
能
が
低
下
す
る
。

体
温
が
１
℃
下
が
る
と
免
疫
力
が
37
％
低
下
し
、
風
邪
や
色
ん

な
病
気
に
か
か
り
や
す
く
、治
り
に
く
く
な
る
。35
℃
は
が
ん
細

胞
が
最
も
増
殖
す
る
温
度
で
約
40
〜
43
℃

で
死
滅
す
る
。

　
現
代
人
の
体
温
は
だ
ん
だ
ん
下
っ
て
き

て
い
る
の
で
健
康
体
を
維
持
す
る
に
は
、
血

行
よ
く
す
る
こ
と
。

　
ま
ず
身
体
を
温
め
る
こ
と
と
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
を
心
が
け
る
こ
と
。

　
身
体
を
温
め
る
に
は
入
浴
が
一
番
。高
血

圧
が
急
に
上
昇
す
る
こ
と
か
ら
心
筋
梗
塞

予
防
の
た
め
、水
分
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
、

脱
衣
所
を
暖
か
く
す
る
こ
と
が
大
事
。

　
ま
た
、
規
則
正
し
い
食
生
活
を
し
、
体
の

温
ま
る
食
品
を
摂
る
こ
と
。肉
や
魚
な
ど
の

動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
の
ほ
か
に
シ
ョ
ウ
ガ
、

ネ
ギ
、ゴ
ボ
ウ
、人
参
、山
芋
な
ど
の
根
菜
類
、

果
物
等
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る
こ
と
。

き
よ
ほ
う
こ
う

③
か
ら
だ
を
温
め
る
こ
と
　
④
合
理
的
な
食
事（
食
べ
方
、選
び
方
）

が
必
要
で
あ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
た
。

　
許
先
生
の
伝
統
医
学
（
中
国
・
イ
ン

ド
医
学
な
ど
）を
背
景
と
し
た
講
義
は
、

わ
か
り
や
す
く
、
日
常
生
活
を
振
り
返

り
、う
な
ず
き
な
が
ら
話
を
伺
っ
た
。

﹇
活
動
発
表
﹈

「
食
品
ロ
ス
削
減
及
び
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
に
つ
い
て
」

発
表
者
　
エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
市
民
の
会
高
岡

  

当
会
で
は
、エ
コ
活
動
の
実
践
や
、環
境
に
や
さ
し
く
無
駄
の

な
い
暮
ら
し
を
目
指
し
て
活
動
中
。近
年
特
に
力
を
入
れ
て
い

る
次
の
２
点
に
つ
い
て
紹
介
。

【
食
品
ロ
ス
削
減
〜
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施
〜
】

　
家
庭
で
使
い
き
れ
な
い
食
品
を
集
め
、
必
要
と
す
る
福
祉
団

体
に
寄
付
す
る
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
を
実
施
し
て
い
る
。平
成

30
年
度
に
市
内
で
は
初
の
取
組
み
と
し
て
始
め
、
徐
々
に
市
民

の
方
々
に
浸
透
し
、
令
和
３
年
度
は
ス
ー
パ
ー
と
の
連
携
に
よ

り
３
３
９
８
点
の
食
品
が
あ
つ
ま
っ
た
。

　
消
費
者
自
身
が
必
要
な
量
を
見
極
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

自
分
で
消
費
し
き
れ
な
い
場
合
は
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
活
動

を
推
進
し
て
い
る
。

【
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
〜
砂
ふ
る
い「
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」の
製
作
〜
】

　
砂
に
混
じ
っ
た
細
か
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
等
を
効
率
的

に
ふ
る
い
に
分
け
る
た
め
、
農
家
で
不

用
に
な
っ
た
も
み
殻
ネ
ッ
ト
を
リ
メ
イ

ク
し
た
砂
ふ
る
い
「
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
を
製

作
し
て
い
る
。「
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
は
愛
称

で
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
回
収

に
便
利
な
ネ
ッ
ト
の
略
。一
般
の
方
へ

の
貸
出
も
行
っ
て
お
り
、ぜ
ひ
活
用
を
。

　
他
に
、
水
を
多
く
摂
り
す
ぎ
る
と
余
分
な
水
分
が
体
内
を
冷

や
し
、
各
臓
器
の
働
き
が
低
下
し
て
か
え
っ
て
新
陳
代
謝
が
で

き
な
く
な
る
の
で
水
の
摂
り
過
ぎ
に
注
意
。

　
こ
の
後
、薬
膳
弁
当
の
説
明
が
あ
り
、弁
当
を
食
べ
な
が
ら
講

話
を
聞
い
た
。

（3） （2）

（3） （2）
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令
和
４
年
度
の
会
報
を
お
読
み
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
年
間
様
々
な
方
々
と
出
会
い
、
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
作
成
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
財
産
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
４
年
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
等
々
の
出
来
事
が
印
象
的
で
あ
り
、
こ
こ
数
年
は
「
い
つ
も
」

の
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
が
た
い
へ
ん
難
し
い
時
代
に
な
っ
た
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
指
定
感
染
症
か
ら

第
５
類
へ
の
見
直
し
の
情
報
も
流
れ
る
な
か
、
困
難
に
直
面
し
た

か
ら
こ
そ
、
創
意
工
夫
さ
れ
た
新
た
な
方
法
に
よ
り
、
様
々
な
地

域
で
活
動
が
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、コ
ロ
ナ
前
の
「
い
つ
も
」

に
近
づ
く
よ
う
に
活
動
が
再
開
さ
れ
て
い
る
多
数
の
地
域
が
あ
り
、

地
域
の
力
強
さ
を
本
会
報
の
編
集
を
通
し
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い
年
度
が
皆
様
方
の
ご
健
康
と

「
生
活
を
衛
る
」
保
健
衛
生
活
動
が
よ
り
一
層
活
発
に
な
る
こ
と

を
祈
念
し
編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。

　
追
伸
　
10
月
末
に
東
部
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
（
富
山
市
東
部
校

下
環
境
保
健
衛
生
連
合
主
催
）
を
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
是

非
と
も
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！
　
　
　
　
　（
村
上
記
）

歓迎レセプション　源多良太鼓保存会

会長感謝状

県知事表彰

小中学生　ポスター・壁新聞表彰

会長表彰

角田高岡市長有賀厚生部長五十嵐会長挨拶

入
善
町
「
椚
山
三
区
一
家
庭
」
活
動
報
告

実
施
団
体
名 

椚
山
三
区

事
業
の
目
的・ね
ら
い

　
椚
山
三
区
で
は
地
域
の
人
が
ま
る
で
ひ
と
つ
の
家
庭
で
あ
る

か
の
よ
う
に
関
わ
り
合
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。そ
の
中
で
、

男
女
・
世
代
に
関
係
な
く
、
地
区
の
農
園
で
野
菜
を
生
産
し
消
費

す
る
こ
と
や
、
餅
つ
き
を
行
い
食
品
を
加
工
す
る
こ
と
な
ど
の

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
食
品
の
あ
り
が
た
み
を
再
認
識
し
、

各
家
庭
で
の
食
品
ロ
ス
削
減
を
図
る
。

三
世
代
環
境
衛
生
活
動
モ
デ
ル
事
業

表

　
　
　彰

表

　
　
　彰

● 
叙
勲

　旭
日
単
光
章

　
令
和
４
年
度
秋
の
叙
勲
で
本
会
専
務
理
事
・
副
会
長 

浦
出

義
一
氏
が
受
章
さ
れ
た
。

　
11
月
４
日
に
県
庁
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。

　
氏
は
、
平
成
13
年
に
福
野
町
保
健
衛
生
協
議
会
理
事
に
就

任
後
、
同
会
長
、
大
砺
波
圏
保
健
協
議
会
長
、
南
砺
市
環
境

保
健
協
議
会
長
、
富
山
県
環
境
保

健
衛
生
連
合
会
理
事
、
常
任
理
事
、

副
会
長
、
専
務
理
事
を
歴
任
さ
れ

た
。
約
20
年
に
及
ぶ
活
動
が
評
価

さ
れ
た
。

　
今
年
度
の
「
み
ん
な
で
き
れ
い
に
せ
ん
ま
い
け
大
作
戦
」
は
、

６
月
か
ら
９
月
に
全
15
市
町
村
で
実
施
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
３
万
人
ほ

ど
の
参
加
が
あ
っ

た
。

　
お
陰
で
富
山
県

が
本
当
に
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
県
連
合
会
で
は
、
昨
年
度
よ
り
希
望
さ
れ

る
地
区
に
出
向
い
て
健
康
講
座
を
実
施
す
る

「
出
前
健
康
講
座
」を
始
め
、
今
年
度
は
、
富

山
市
の
五
番
町
地
区
で
開
催
さ
れ
た
。

期
　
日
　
令
和
４
年
11
月
27
日（
日
）

会
　
場
　
富
山
市
五
番
町
公
民
館

参
加
者
　
20
名

講
　
師
　
許
　
鳳
浩 

氏
（
医
療
法
人
ホ
ス
ピ

ィ
ー・
統
合
医
療
研
究
所
）

講
　
義
　「
寒
さ
に
負
け
な
い
健
康
法
」

・
入
浴
、
食
事
法
に
つ
い
て

・
高
齢
者
に
適
し
た
運
動
「
八
段
錦
」
に
つ
い
て

・
薬
膳
弁
当
の
食
材
の
効
能
に
つ
い
て

　
参
加
者
は
、
コ
ロ
ナ
の
た
め
、
準
備
さ
れ
た
薬
膳
弁
当
と
八

段
錦
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
受
け
取
り
帰
宅
さ
れ
た
。

※
当
連
合
会
で
は
、「
出
前
健
康
講
座
」
を
各
市
町
村
に
出
向
い
て
実
施
し

て
い
ま
す
。（
講
師
謝
礼
無
料
）

申
込
み
・
問
合
せ
は
、県
連
事
務
局（
0
8
0－

8
6
9
8－

5
6
8
5
）ま
で
。

令
和
５
年
度
は
、
２
地
区
募
集
。

み
ん
な
で
き
れ
い
に
せ
ん
ま
い
け
大
作
戦

　
　
　ー
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
ず
ー

７月31日
魚津市鴨川一斉清掃

さつま芋掘り餃子作り

講義の風景八段錦の実技

餅つき

７月17日
立山町クリーン作戦（利田地区）

く
ぬ
ぎ
や
ま

出
前
健
康
講
座
（
富
山
市
五
番
町
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
）

事
業
の
概
要

①
さ
つ
ま
芋
掘
り
　（
三
区
農
園
）

　
　
令
和
４
年
10
月
23
日

　
　
事
業
主
体
　
椚
山
三
区
環
境
保
全
委
員
会

　
　
参
加
者
18
名
　（
子
ど
も
５
名
）

②
餃
子
作
り
　
　
　（
三
区
公
民
館
）

　
　
令
和
４
年
12
月
11
日

　
　
事
業
主
体
　
椚
山
三
区
蘭
の
会

　
　
参
加
者
15
名
　（
子
ど
も
４
名
）

③
餅
つ
き
　
　
　
　（
三
区
公
民
館
）

　
　
令
和
４
年
12
月
30
日

　
　
事
業
主
体
　
椚
山
三
区
交
友
会

　
　
参
加
者
23
名
　（
子
ど
も
６
名
）

事
業
の
内
容

　
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
農
園
を
借
り
、
さ
つ

ま
芋
・
里
芋
・
ネ
ギ
・
玉
葱
・
生
姜
を
植
え
て

い
る
。農
家
の
方
か
ら
作
り
方
を
習
い
、
家
族

で
汗
を
流
し
て
栽
培
し
、
最
終
的
に
収
穫
祭

を
公
民
館
で
行
い
、芋
煮
を
作
っ
て
食
べ
た
。

　
餃
子
作
り
名
人
の
お
婆
ち
ゃ
ん
を
講
師
に
、
２
種
類
の
餃
子

を
作
っ
て
家
に
持
ち
帰
っ
て
家
族
で
食
べ
た
。

　
希
望
す
る
家
の
正
月
餅
を
臼
と
杵
で
餅
つ
き
し
た
。

　
あ
ん
こ
、き
な
粉
、ご
ま
、大
根
お
ろ
し
な
ど
、そ
の
場
で
美
味

し
く
食
べ
た
。

参
加
者
の
感
想

〈
小
学
生
〉

　
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
笑
い
な
が
ら
、
楽
し
く
汗
を
か
い
て
い

ろ
い
ろ
な
作
業
を
す
る
の
は
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
。特
に
農
園

で
自
分
た
ち
が
作
っ
た
作
物
を
も
ら
え
る
の
が
嬉
し
か
っ
た
し
、

お
い
し
か
っ
た
。こ
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、食
べ
物
を
粗

末
に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
っ
た
。

〈
保
護
者
〉

　
　
イ
ベ
ン
ト
時
に
様
々
な
作
業
を
し
て
い
る
際
、
お
年
寄
り
か

ら
食
品
の
あ
り
が
た
さ
以
外
に
も
、
色
々
な
話
を
聞
か
せ
て
も

ら
う
こ
と
な
ど
、
子
ど
も
達
が
家
族
以
外
の
大
人
と
話
す
機
会

は
大
変
貴
重
な
時
間
で
あ
る
と
感
じ
た
。

事
業
の
成
果・課
題

　
　
こ
の
事
業
を
通
じ
て
、「
食
べ
物
を
粗
末
に
し
な
い
」と
い
う
食

品
ロ
ス
削
減
に
つ
な
が
る
心
を
育
む
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
課
題
は
、小
中
学
生
は
習
い
事
や
部
活
等
で
忙
し
く
、土
日
の

行
事
に
な
か
な
か
参
加
し
に
く
い
状
況
で
あ
る
こ
と
。

は
ち
だ
ん
き
ん

ま
も

（1） （4）
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